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人 格 の 成 熟
──シェーラー連帯思想の倫理的次元──




































































































































































































































































































































































































































シェーラーからの引用は，Max Scheler Gesammelte Werke, Francke Verlag に
よった。本文中に GW と略記し，続いて巻数，頁数を示した。なお，引用文中の
〔 〕は引用者による補足を表す。

















眇 Immanuel Kant, Kant’s gesammelte Schriften. Herausgegeben von der
Königlich Preußischen Akademie der Wissenschaften, Band VIII, S. 35
眄 ノルベルト・ヒンスケ『現代に挑むカント』p. 90
眩 ノルベルト・ヒンスケ『現代に挑むカント』p. 91−92
眤 Kant, Kant’s gesammelte Schriften. Band VII, S. 30
眞 シェーラーと同じく，キリストのからだとしての教会の意義を連帯性の観点から
探究した思想家にディートリッヒ・ボンヘッファーがいる。次の文にあるよう
に，彼は「成熟性」という言葉を使わないが，「形成」（Bildung）という概念を
用いて教会の意義について考察している。「〈形成〉とはそれゆえに，先ず第一
９９人格の成熟
に，イエス・キリストが，彼の教会の中にその形をとり給うことを意味する。こ
こで形をとるのは，イエス・キリストご自身の形である。事柄それ自身の，より
深い，より明確な意味において，新約聖書は教会をキリストの体と呼んでいる。
体とは形である。だから，教会は，キリストを崇拝する者たちが集まって造った
宗教団体ではなく，人間の間に形をとり給うたキリストである。しかしキリスト
の体は，教会と呼ばれることを許される。なぜなら，イエス・キリストの体にお
いて，現実的に人間そのもの（der Mensch）が，またすべての人間が，受け入
れられるからである。教会は今や，実際に全人類にあてはまる形をとる。教会が
それによって形成される像（Bild）は，人類の像である。教会において起こるこ
とは，すべての人間のための模範として，代理として起こることである。しか
し，教会もまたイエス・キリストの形と並ぶ自分に固有の・独立の形ではないと
いうこと，また教会は，イエス・キリストと並んで，自分に固有で・独立の本
質，権利，権威，品位を自分のために要求しえないということ，そのことを十分
明確に言い表すことはできない。教会は，そこにおいてイエス・キリストの形が
実際に形づくられる，人類の一部分以外のものではない。全くただイエス・キリ
ストの形が問題なのであって，それと並ぶ何かほかの形が問題なのではない。教
会は，キリストにおいて人となり，裁かれ，新しい生命へと呼び出された人間で
ある。従って教会は，第一に，本質的にいわゆる人間の宗教的機能に関わるので
はなく，すべてのものと関わりを持ちつつこの世界に生きている，人間としての
存在の全体に関わるのである。教会においては，宗教が問題なのではなく，キリ
ストの形と，それが人間の小さな群れの中に形をとることが問題なのである。」
（ディートリッヒ・ボンヘッファー『ボンヘッファー選集 IV 現代キリスト教
倫理』新教出版社，森野善右衛門訳，p. 37−38）
──大学院文学研究科研究員──
１００ 人格の成熟
